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１　品目分析に当たって

野菜の消費量・消費形態の動向について
見ると、国内の市場規模は人口減少などに
伴い縮小傾向となり、2040年には生鮮食
品への支出額は15年の75％程度に減少す
るといわれている（１）。その中でもブロッ
コリーは、需要と供給が拡大している数少
ない野菜の一つであり、26年度には野菜
生産出荷安定法で定める「指定野菜」に約
半世紀ぶりに追加される品目となるなど、
重要性が増している野菜と言える。そこで

今回は、統計などのデータを用いてさまざ
まな角度からブロッコリーの現状分析を行
うとともに、農林水産省が示している種別
や対象出荷期間（表１）を参考として（２）、
ブロッコリーの各作型についても分析を試
みたい。
各項目で使用する統計などのデータと提
供機関は表２の通りであり、本表以外を用
いる場合は文中で説明することとする。ま
た、各項目の主な分析で用いる図表の内容
は、表３の通りである。
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統計データを用いたブロッコリーの
需給動向の「見える化」

表１　ブロッコリーの種別（作型）と対象出荷期間
種別（作型） 対象出荷期間
春ブロッコリー ４～５月
夏秋ブロッコリー ６～10月
冬ブロッコリー 11月～翌３月

表２　分析で用いたデータと提供機関
項目 内容 提供機関・統計等データ
産出額 農業産出額 農林水産省「生産農業所得統計」

生産 作付面積、10アール当たり収量、
出荷量（収穫量） 農林水産省「野菜生産出荷統計」

市場流通 入荷量、単価、販売金額
東京都中央卸売市場「市場統計情報」
（独）農畜産業振興機構「ベジ探」（大阪府中央卸売市
場計）

家計消費 １人当たりの購入数量、支出金額（独）農畜産業振興機構「ベジ探」、総務省「家計調査結果表」
輸入 輸入量、輸入単価、輸入金額 （独）農畜産業振興機構「ベジ探」、財務省「貿易統計」

※�ブロッコリーの年産区分は野菜生産出荷統計に準じて４月～翌３月とする。そのため、各項目の年間のデータは同期間で算出してい
る。
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２　レーダーチャートから見たブロッコリー

（１）全体
ブロッコリーの状況を把握するため、産
出額、生産、市場流通などの統計データを
基に作成したレーダーチャート（図１）を
使用する。なお、表４は、レーダーチャー
トを作成するに当たって使用した５カ年平
均同士を比較した値（各項目について「R
２～R６の５カ年平均」を「H27～ R１
の５カ年平均」で除した値。表３参照）お
よび各項目の令和６年実績である。
赤線で示すレーダーチャートの形状は、
黒線で示す現状維持のライン（各項目の

100％となる点を結んだもの）の外側へ
張り出すなど、ほとんどの項目が増加・上
昇傾向にあることから、需要と供給が共に
拡大していることが分かる。こうした形状
は、野菜生産出荷統計の41品目にかんしょ
を加えた42品目の中でも、他に例を見な
いものとなっている。
項目ごとに見ると、供給となる出荷量が
増加傾向にあることが分かるが、その要因
は、10アール当たり収量（以下本文中で
は「単収」という）の向上ではなく、作付
面積の増加であることが分かる。市場流通
については、生産拡大を受けて入荷量が増
加していると思われるが、単価は現状維持

表３　分析で用いる図表について
項目 内容

レーダーチャート

各項目について「R２～ R６の５カ年平均」を「H27～ R１の５カ年平均」で除
した値を用いて作成した。なお、市場流通の項目については、東京都中央卸売市場、
および大阪府中央卸売市場の値を合算、輸入の項目については、生鮮ブロッコリー
および冷凍ブロッコリーの値を合算した。各作型のレーダーチャートについては
表１の対象出荷期間ごとに作成した。

年推移 各項目のH22～ R６の値を用いて作成した。
月推移 各項目について月ごとにR２～ R６の５カ年平均を算出して作成した。

主要入荷産地
入荷量について主要産地ごとに「R２～ R６の５カ年平均」を算出し、年間およ
び月ごとの占有率が５％以上となる産地について作成した。年間出荷量、年間単
価は「R２～ R６の５カ年平均」から算出した。

※産出額については、R６の品目別の値が未公表のためR２～ R５の４カ年平均で算出している。
※ 10アール収量や単価については、加重平均で算出している。
※表２以外の項目について分析する場合は、文中で説明する。
※図表内の年号表記については、平成はH、令和はRとし、各年号は年産を表すものとする。

表４　�ブロッコリーの５カ年平均比較
およびR６実績

分類 項目 ５カ年
平均比較

R６実績
（参考）

産出額（R５） 105% 542億円

生産
作付面積 113% 17,300ha
10a 収量 99% 928kg
出荷量 113% 146,400t

市場流通
入荷量 115% 39,883t
単価 104% 507円 /kg
販売金額 119% 202億円

家計消費 購入数量 112% 1,479g
支出金額 112% 968円

輸入
輸入量 110% 86,625t
輸入単価 109% 291円 /kg
輸入金額 132% 252億円

輸入量 /出荷量 59%
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図１　ブロッコリーのレーダーチャート
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となっているため、需要と供給のギャップ
が解消されつつあると考えられる。また、
購入数量が拡大傾向にあることや、輸入
（主に冷凍野菜としてのブロッコリー）が
拡大していることから、家計消費用および
加工・業務用における需要の増加が推測で
きる。

（２）主要産地
図２は、主要産地ごとに作成したブロッ
コリーのレーダーチャートである。なお、

家計消費と輸入については、産地によるも
のではないため本図では省略している。
（１）で見た通り、ブロッコリーは需要と
供給が拡大している品目と言えるが、産地
によって動向は大きく異なる。埼玉県や愛
知県といった既存産地が伸び悩む一方で、
北海道や長野県といった夏秋作の産地や、
徳島県、香川県、長崎県および熊本県といっ
た西日本を中心とした冬作・春作の産地が
大きく伸びていることが分かる。中でも熊
本県は生産拡大が著しく、レーダーチャー

全国 北海道（６～10月） 埼玉県（４～５月、10～１月）
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長野県（６～10月） 愛知県（11～５月） 徳島県（11～５月）
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香川県（11～５月） 長崎県（11～５月） 熊本県（11～５月）

0%
25%
50%
75%

100%
125%
150%

産出額

作付面積

【生産】

出荷量

【生産】

10a収量

【生産】

入荷量

【市場流通】

単価

【市場流通】

販売金額

【市場流通】

0%
25%
50%
75%

100%
125%
150%

産出額

作付面積

【生産】

出荷量

【生産】

10a収量

【生産】

入荷量

【市場流通】

単価

【市場流通】

販売金額

【市場流通】

0%
25%
50%
75%

100%
125%
150%

産出額

作付面積

【生産】

出荷量

【生産】

10a収量

【生産】

入荷量

【市場流通】

単価

【市場流通】

販売金額

【市場流通】

※都道府県名の下部に記載された月は都中央や大阪府市場における主な入荷時期を示す。

図２　各産地のレーダーチャート
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トの多くの項目が黒太線（100％）を大き
く超えている。単価については、各産地と
も現状維持または下落傾向となっており、
特に供給拡大が著しい西日本の主要産地に
ついては、軒並み下落傾向となっている。

３　農業産出額と生産などについて

（１）農業産出額
令和５年のブロッコリーの産出額は
542億円で、主要農産物では33位、野菜
では17位に位置している。年推移を見る
と、平成29年までは右肩上がりで増加し、
28年に500億円を超えて以降は横ばいで
推移していたが、令和５年には単価の上昇
などの影響で過去最高となった（図３）。
主要産地の多くは増加傾向にあるが、特に
北海道、長野県、徳島県、長崎県および熊
本県は大きく伸びている。その一方で、埼
玉県や愛知県については、近年は減少傾向
となっている。また、埼玉県、愛知県、長
崎県および熊本県では、単独市町村で産出
額の過半を占めている（表５）。

（２）生産
ブロッコリーは全国各地で栽培されてお
り、近年はほぼ毎年、作付面積拡大が続い

てきたが、令和２年以降は拡大傾向がやや
鈍化している（図４）。出荷量は、作付面
積の増加に伴い右肩上がりで推移してきた
が、近年は作付面積の拡大鈍化や単収の低
下により、横ばいとなっている。
全国の単収は1000キログラム前後が平
均だが、埼玉県や愛知県は特に高く、近年、
愛知県は1500キログラム前後と高水準で
ある。主要産地の単収などの詳細は表６の
通りである。
47都道府県の令和４年と平成28年の作
付面積を比較すると、約６割の都道府県で
増加しており、ブロッコリーは栽培意欲が
非常に高い品目と言える（表７）。特に北
海道、長野県、徳島県、長崎県および熊本
県が作付面積増加をけん引する一方、埼玉
県、和歌山県、福岡県などでは減少傾向で
ある。なお、作付面積が増加している都道
府県が過半数に達する品目は、ブロッコ
リー以外ではミニトマトのみである。
続いて、農林水産省の農林業センサスに
よる「販売目的の野菜類の作付（栽培）面
積」のデータを比較すると、2020（令和２）
年は15（平成27）年に比べ市区町村数は
増加しており、全国的に作付けが拡大して
いることが分かる（表８）。特に作付面積
50ヘクタール以上の市区町村で大幅な増
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図３　産出額の年推移 表５　�主要な産地（都道府県・市町村）の
令和５年産の産出額と構成割合

（単位：億円）
都道府県
（Ａ）

市町村
（Ｂ）

構成割合
（Ｂ /Ａ）

北海道 102 むかわ町 12.7 12%
埼玉県 40 深谷市 22.8 57%
長野県 51 小諸市 10.7 21%
愛知県 31 田原市 19.7 64%
徳島県 40 徳島市 13.4 34%
香川県 53 坂出市 12.6 24%
長崎県 36 雲仙市 20.1 56%
熊本県 34 八代市 21.7 64%
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加が見られ、既存産地が拡大の中心となっ
ていることが推測される。
北海道と熊本県の事例を見ると、北海道
ではブロッコリーが土地利用作物として定
着し、冷涼な気候を生かして夏作の栽培が
幅広く行われている。特徴的な産地として
むかわ町があり、同町は2020年の作付面
積が400ヘクタール超と大きいことはも
ちろん、１経営体当たりの作付面積が約
26ヘクタールと非常に大規模であること
が挙げられる。これは、全国各地の生産圃

ほ

場
じょう

においてブロッコリーを通年で生産する
農業法人の拠点の一つが同町であり、機械
などを用いた大規模栽培を実現しているこ
となどが要因と考えられる（３、４）。
熊本県で注目すべき産地は、八代市であ
る。同市は全国有数のトマト産地だが、ブ
ロッコリーなどの露地野菜も、い草からの
転換品目として、重点推進普及拡大品目と
位置付けて生産振興を図るとともに、集出
荷施設や製氷施設などを整備することによ
り品質向上や省力化に取り組むことで面積
拡大を図ってきた（５～７）。なお、2020年農
林業センサスでは、八代市の作付面積は

「Ⅹ（個人又は法人その他の団体に関する
秘密を保護するため、統計数値を公表しな
いもの。）」となっているが、熊本県が行う
「熊本県主要野菜生産状況調査」によると、
令和５（2023）年度の同市の作付面積は
850ヘクタールとなっており、同調査に
よる県作付面積920ヘクタールの約92％
を占める大産地となっている（８）。

（３）市場流通
ブロッコリーの市場流通については、中
央卸売市場の中で取扱量が最大である東京
都中央卸売市場（以下「都中央」という）
を中心に分析する。図５によると、入荷量
は増加傾向にあったが、令和６年には出荷
量の減少により大幅に落ち込んだ。単価は
平成30年以降下落していたが、令和４年
以降上昇に転じ、６年には１キログラム当
たり500円を超えるまでとなった。
都中央の主要産地は、６～ 10月は北海
道や長野県、11月～翌５月は愛知県や香
川県、熊本県が中心である（図６―１）。
特に７～９月は、北海道と長野県で出荷量
の約９割を占める寡占状態にある。

図４　作付面積・出荷量の年推移
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主要産地の中では北海道、長野県、香川
県、長崎県、熊本県が顕著に作付面積を増
加させ、入荷量は令和６年と平成22年の
比較で北海道は約2.4倍、長野県は約2.9
倍、香川県は約4.5倍、長崎県は約5.2倍、
そして熊本県では約57倍と大きく伸びて
いる。一方、埼玉県は平成27年頃まで市
場占有率２割前後を維持していたが、近年
は入荷量が減少し、主要産地が西日本へ移
行しつつある。また、入荷量が減少する夏
場には、北海道や長野県が高単価を記録し
ている。なお、大阪府中央卸売市場（以下
「大阪府市場」という）については、７～
10月は都中央と同様に北海道と長野県が
主要産地であるが、11月以降は鳥取県、
徳島県、香川県、長崎県が中心となる（図
６－２）。特に徳島県は、都中央への入荷
量は少ないものの、大阪府市場では占有率
が３割を超える主要産地である。
都中央の月推移（図７）を見ると、入荷

量については11月から増加傾向が続き、
夏場の８～９月に大きく減少する。単価は
夏場の入荷量減少時に上昇し、11月～翌
５月には下落傾向となっている。

（４）家計消費
図８によると、１人当たりの購入数量と
支出金額は増加傾向にあり、特に平成30
～令和元年にかけて購入数量が大幅に増加
し、1600グラムを超えた。ただし、元年
以降は伸び悩み、価格高騰の影響による単
価上昇を受けた６年には大幅に減少した。
月推移では、購入数量と支出金額は都中央
の入荷量と類似しており、８～９月に減少、
11月～翌３月に増加する傾向がある（図
９）。
ブロッコリーは、野菜としての人気はト
マトやたまねぎに比べ劣るものの、調理の
簡便さや栄養価の高さが評価されている。
タキイ種苗株式会社が毎年行っている「野

表６　主要な都道府県の令和６年産の作付面積など（単位：ha、kg/10a、t）
項目 北海道 埼玉県 長野県 愛知県 徳島県 香川県 長崎県 熊本県

作付面積 3,290 1,210 1,180 916 947 1,350 961 924
10a 収量 902 1,200 986 1,200 1,110 970 911 867
出荷量 28,400 12,500 11,200 10,200 9,800 12,200 8,140 7,110

表７　47都道府県における作付面積の比較（R４とH28）

H28 R4 R4-H28
増加

都道府県数
（割合）

減少
都道府県数
（割合）

14,600ha 17,200ha 2,600ha 26
（55％）

21
（45％）

表８　作付けを行う市区町村数比較（R２とH27）
作付面積 H27 R２ 増加割合

5ha 以上 20ha 未満 164 172 105%
20ha 以上 100ha 未満 41 64 156%

100ha 以上 16 25 156%
合計 221 261 118%
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図５　都中央の入荷量・単価の年推移

0

100

200

300

400

500

600

700

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入荷量（左軸） 単価（右軸）

(t) (円/kg)

冬夏秋春

図７　都中央の入荷量・単価の月推移

図６－２　主要入荷産地（大阪府市場）
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図６－１　主要入荷産地（都中央）
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菜に関する調査」（９）の2025（令和７）年
の調査では「子どもの好きな野菜」で５位
にランクインしたものの、「大人の好きな
野菜」では10位以内に入らず、家庭での
人気は限定的である。一方、日本農業新聞
が実施した同年の「農畜産物トレンド調
査」では、野菜部門で1位となり、流通・
販売関係者からの期待が高まっている（10）。
なお、ブロッコリーの家計消費について
は、生鮮野菜としてのブロッコリーだけで
なく、冷凍野菜としてのブロッコリーも含
まれている。また、食の簡便化により、家
庭内でも冷凍食品が多く利用されるように

なったことから、小売店で販売される家庭
用の単品冷凍野菜としての需要が増加して
いるといわれている（２）。つまり、後述す
る輸入（冷凍ブロッコリー）の一部につい
ても、家計消費として利用されている点を
留意する必要がある。輸入の詳細について
は、次の（５）を参照いただきたい。

（５）輸入
ブロッコリーの輸入については、生鮮ブ
ロッコリーと冷凍ブロッコリーのデータが
利用可能だが、近年は冷凍ブロッコリー（以
下「冷凍物」という）が輸入量の約98％

図８　１人当たりの購入数量・支出金額の年推移
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図９　１人当たりの購入数量・支出金額の月推移
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と大部分を占めているため（令和６年）、
冷凍物のデータを基に分析を行う。
冷凍物の輸入量は右肩上がりに増加して
おり、平成22年の約３万トンから令和６
年には約８万5000トンに達した（図
10）。これは、国内出荷量の約半分に相当
するなど、国産と並んでブロッコリーの国
内供給の大きな柱となっている。増加の要
因としては、１）近年の外食・中食の加工・
業務用需要が高まったこと、２）在宅勤務
など在宅時間の増加に伴い家庭内調理の機
会が増えたことで、利便性の高い冷凍品の
需要が高まったこと―などがあるといわれ
ている（11）。主要輸入先は中国とエクアド
ルであり、両国で輸入量の９割以上を占め
ている（６年実績：中国産：58％、エク
アドル産：40％）。ただし、エクアドル産
は円安やコスト増の影響で令和５年以降輸
入量が減少傾向にある。輸入単価は中国産
が200円台、エクアドル産が300円台で、
いずれも上昇傾向にあり、国産品の市場単
価との差が縮小している。
特に、中国産品との価格差は大きく縮小
する傾向にあり、国産品への切り替えの

チャンスである一方で、加工が容易で保存
性の高い冷凍品を求める実需者も多く、冷
凍加工コストを上乗せした価格を比較する
と、国産品と輸入品の価格差は依然として
大きいといわれている（２）。
月推移については、輸入量・輸入単価と
もに安定しており、輸入量は毎月5000～
7000トン、輸入単価は１キログラム当た
り250円前後で推移している（図11）。

（６）加工・業務用
ブロッコリーは、加工・業務用について
も需要が大きいといわれているが、現時点
（令和７年）では指定野菜でないことから、
加工・業務用向けの出荷量に関する調査は
実施されておらず、また、需要についても
推計が行われていないことから十分な分析
に至っていない。しかし、輸入情勢や各種
調査などを踏まえると、確実に加工・業務
用としての需要が伸びていると思われる
（２、12、13）。しかも、近年は加工・業務用に
おいても国産品のニーズが高まっており、
生産技術や機械の開発なども進んでいるこ
とから（14、15）、加工・業務用原料としての

図10　冷凍物の輸入量・輸入単価の年推移
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ブロッコリーの生産も選択肢の一つとなり
つつある。

４　作型ごとの概要

各作型の分析を行うに当たっては、月ご
とのデータが利用可能な市場流通、家計消
費、輸入の３項目に基づく分析を行う。な
お、農業産出額と生産（野菜生産出荷統計）
については、各月や作型ごとのデータが公
表されていないため、本稿では分析対象と
していない。
分析の順序については、夏秋ブロッコ

リー、冬ブロッコリー、春ブロッコリーの
順とする。これは、春ブロッコリーと冬ブ
ロッコリーについては、作型としては異な
るものの、主要産地からの入荷が連続して
おり、傾向が類似していると考えられるた
めである。
分析に当たっては、各月の項目ごとの５
カ年平均（表９－１）および動向（表９－
２）、作型ごとのレーダーチャート（図
12）、ブロッコリーの各月の需給動向（市

場流通における入荷量と単価）（図13－１）
と、ブロッコリーの各月の入荷量と購入数
量の動向（図13－２）を用いた。

（１）夏秋ブロッコリー（６～10月）
【本作型の特徴】
本作型は表９－１にある通り、他の作型
と比較して各月の入荷量が少なく、単価が
上昇するという特徴がある。中でも８～
10月は特に入荷量が少なく、単価も１キ
ログラム当たり500円前後と年間でも頭一
つ高くなっている。また、購入数量につい
ても、入荷量の影響を受けて他の作型と比
べて少なくなっている。このように入荷量
が少ない要因として、本作型を担う産地の
数が全国的に多くないことが挙げられる。
春播

ま

き夏どり栽培の産地としては、青森県
や岩手県、福島県などがあるが、いずれの
産地もブロッコリーの作付面積が100～
400ヘクタールにとどまっている。実際、
都中央および大阪府市場とも、北海道およ
び長野県が入荷量の大部分を占めている。
輸入量についても、６～９月は6000トン
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図11　冷凍物の輸入量・輸入単価の月推移
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表９－２　各月の項目ごとの動向
作型 春 夏秋 冬
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
入荷量 126% 100% 122% 134% 135% 107% 110% 115% 104% 109% 114% 122%
単価 95% 107% 103% 99% 105% 117% 109% 97% 106% 110% 103% 96%

販売金額 120% 106% 126% 132% 142% 125% 119% 111% 110% 121% 118% 118%
購入数量 134% 108% 106% 116% 117% 102% 100% 114% 108% 109% 122% 117%
支出金額 125% 106% 114% 115% 121% 106% 106% 108% 103% 114% 117% 121%
輸入量 109% 103% 109% 106% 96% 102% 113% 114% 129% 106% 114% 124%
輸入単価 112% 116% 119% 125% 119% 117% 119% 122% 120% 119% 120% 125%
輸入金額 122% 119% 129% 133% 114% 119% 135% 139% 155% 127% 136% 155%

小売価格（参考） 95% 102% 98% 90% 97% 101% 97% 95% 95% 105% 95% 97%

※�表については、各項目で月ごとに「R２～R６の５カ年平均」及び「H27～R１の５カ年平均」を算出し、前者を後者で除した値を用いて作成した。
なお、単価および輸入単価については加重平均とした。

※�各行において、値が最大となる月のセルは黄色、最小となる月のセルは水色とした。また、市場流通および輸入の考え方については、表３の「レー
ダーチャート」を参照。

※小売価格は（独）農畜産業振興機構「ベジ探」、総務省統計局「小売物価統計調査報告」を用いた。

春ブロッコリー（4月～ 5月） 夏秋ブロッコリー（6月～ 10月） 冬ブロッコリー（11月～ 3月）
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図12　作型ごとのレーダーチャート

表９－１　各月の項目ごとの５カ年平均（令和２～６年）
作型 春 夏秋 冬
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
入荷量
（t） 3,661 3,792 3,098 3,486 2,538 2,303 2,994 4,310 4,240 3,370 3,853 4,961

単価
（円 /kg） 435 402 454 401 482 581 494 358 358 379 392 334

販売金額
（億円） 16 15 14 14 12 13 15 15 15 13 15 17

購入数量
（g） 119 133 110 117 89 81 114 169 174 134 170 184

支出金額
（円） 65 69 62 61 54 57 75 83 79 67 78 81

輸入量
（t） 6,328 5,924 6,071 5,875 5,731 6,109 6,609 6,441 7,449 5,604 5,675 6,962

輸入単価
（円 /kg） 245 251 261 265 258 262 267 267 254 216 260 261

輸入金額
（億円） 16 15 16 16 15 16 18 17 19 12 15 18

小売価格
（円） 683 662 696 602 697 871 784 669 581 667 628 553

※�本表については、各項目で月ごとに「R２～ R６の５カ年平均」を算出した値を用いて作成した。なお、単価および輸入単価については加重
平均とした。また、市場流通および輸入の考え方については、表３の「レーダーチャート」を参照。

※各行において、値が最大となる月のセルは黄色、最小となる月のセルは水色としている。
※小売価格は（独）農畜産業振興機構「ベジ探」、総務省統計局「小売物価統計調査報告」を用いた。
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※図13－１、図13－２は表９－２の入荷量と単価の値をプロットして作成した。
※�図13－１、図13－２の「春」「夏秋」「冬」は、表１にある対象出荷期間に応じて、各
作型における年ごとの入荷量と単価を算出した上で、両項目について「R２～R６の５カ
年平均」を「H２７～R１の５カ年平均」で除した値を用いた。

図13－１　ブロッコリーの各月の需給動向（市場流通における入荷量と単価）
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図13－２　ブロッコリーの各月の入荷量と購入数量の動向
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前後と他の月と比べても低い水準で推移し
ているが、10月以降は増加に転じる。
【各項目の動向】
図12のレーダーチャートの形状から、各
項目が拡大傾向になっていることが分かる
が、特徴的な点として入荷量の増加と単価
の上昇が両立しており、それに伴い販売金
額の増加割合が大きくなっていることが挙
げられる。入荷量は表９－２や図13－１
にある通り、各月とも増加傾向となってお
り、特に６～８月はその傾向が著しく、６
月は約120％、７月および８月に至っては
130％超と大幅な増加となっている。その
一方で、９月および10月はそれほど大きく
伸びておらず、110％前後にとどまってい
る。単価については、入荷量の増加が著し
い６～８月はおおむね現状維持となってい
るが、９～10月は大幅な上昇傾向にあり、
特に９月は117％と、年間を通じて最大の
上昇幅となっている。このように、月によっ
ては単価の伸び悩みが見られるなど、需給
ギャップが埋まりつつあるものの、販売金
額は各月とも１００％を大きく上回ってい
ることから、供給過剰の段階には至ってい
ないと思われる。特に９月および10月は、
購入数量の鈍化が懸念されるものの、入荷
量の増加と単価上昇が両立していることか
ら、今後も供給拡大の余地が十分にあると
思われる。また、図13－２にある通り、
本作型では、入荷量の増加割合に対して購
入数量の増加割合が追いついていないとい
う特徴があるが、その要因として、本時期
のブロッコリーが高価格であることがその
一つと考えられる。小売価格についても、
本時期は600～ 800円と幅があるものの、
他の時期と比べて高くなっている。
【課題と今後の展望】

夏秋ブロッコリーは、全体的に需要と供
給が拡大していると考えられるが、高単価
などにより家計消費の増加が限定的となっ
ている。今後も供給拡大が進まず、単価の
高止まりが続けば、輸入を中心とした冷凍
物に家計消費が移る可能性も考えられるた
め、本作型における既存産地の拡大や新産
地づくりなど、供給のさらなる拡大が必要
と思われる。

（２）冬ブロッコリー（11月～翌３月）
【本作型の特徴】
本作型は、産地が北海道および長野県か
ら切り替わることで主要産地の数が拡大す
るため、入荷量は増加に転じる。主要産地
については、埼玉県や愛知県、鳥取県、徳
島県、香川県、長崎県、熊本県と幅広いが、
近年では西日本の産地が中心となってい
る。その一方で、市場単価は入荷量の増加
を受けて下落に転じ、全ての月で１キログ
ラム当たり300円台となっている。輸入
量も増加する傾向にあるが、特に12月に
最大となる。家計消費における購入数量に
ついても、豊富な入荷や手頃な価格により
増加する傾向にある。また、本作型の出荷
期間は11月～翌３月の５カ月間となるが、
入荷量・購入数量ともに年間の約半分を占
めるなど、需要と供給が最も高まる時期と
言える。なお、本作型および春ブロッコリー
については、令和６年に発生した夏から秋
の天候不順などにより、入荷量の大幅な減
少と単価の急激な上昇が生じており、５カ
年平均などの値が影響を受けている点に留
意する必要がある（特に11月～翌２月、
５月）。
【各項目の動向】
各項目の動向については、図12にある
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通り、全ての項目が100％を上回るなど、
全体的に拡大傾向となっている。入荷量も
増加傾向にあり、その主な要因には長崎県
と熊本県における産地拡大が寄与してい
る。
各月の動向について見ると、３月と11
月は本作型の中でも単価が下落傾向となっ
ている（表９－２、図13 －１）。また、
入荷量と比べて購入数量はそれほど伸びて
いないことからも（図13 －２）、需要と
供給のギャップが解消されつつあると思わ
れる。もちろん、販売金額は100％を大
きく超えていることから、供給拡大の余地
は今後もあると推測できるが、将来的には
供給が過剰に転じる可能性も十分に考えら
れる。１月については、入荷量が拡大して
いるにもかかわらず、単価が上昇している
ことから、供給拡大が続くものの、需要が
供給を上回っていると思われる。12月は
単価が１月に次いで上昇傾向となっている
ため、今後も供給拡大の余地があるように
見えるが、５年までの時点では、入荷量・
単価はおおむね横ばいで推移してきている
ため、必ずしも需給が拡大傾向にあるとは
判断できない部分もある。
【課題と今後の展望】
冬ブロッコリーは主要産地の作付面積が
増加することで供給が継続的に拡大してき
た結果、需要と供給のギャップが解消され
つつある状態と推測できる。６年は異常気
象などにより需要が供給を大きく上回った
ものの、今後、供給が安定から過多に向かっ
た場合は、月によっては価格の下落に転じ
ることも予想される。８年度に指定野菜に
なるタイミングを契機に、指定野菜価格安
定対策事業などの活用を進めるなど、産地
の特徴に応じたセーフティーネットの確立

が重要になると思われる。

（３）春ブロッコリー（４～５月）
【本作型の特徴】
本作型は、前作（冬作）と後作（夏秋作）

の間の端境期になることから、各項目の月
ごとの実績は中間的な値となる。また、本
項の冒頭でも述べた通り、本作型と前作型
である冬ブロッコリーは連続していると考
えられるため、主要産地の多くは共通して
いる。
【各項目の動向】
図12にある通り、本作型も拡大傾向に
あるが、その程度は緩やかである。また、
入荷量・輸入量ともに増加割合はそれほど
大きくないものの、購入数量が大幅に増加
しているという特徴がある。
表９－２にある通り、各月の項目を見る
と、市場流通の動向については、４月は入
荷量が増加傾向・単価が下落傾向となる一
方で、５月については、入荷量は現状維持、
単価は上昇傾向となっている。ただし、５
月については、前述した通り令和６年にお
ける入荷量の減少、単価の上昇について留
意する必要がある。販売金額を見ると４月、
５月ともに増加傾向にあり、５月について
は、伸びが鈍化しているため、このまま供
給拡大が続くと販売金額が100％を割り
込む可能性も考えられる。５月が伸び悩ん
でいる理由としては、元年まで同月の増加
をけん引してきた熊本県の出荷量の増加幅
の落ち込みや、埼玉県や愛知県の減少など
が挙げられる。
【課題と今後の展望】
春ブロッコリーでは、購入数量が増加し
ている一方で、単価は下落傾向にあり、特
に５月は販売金額も伸び悩んでいる。その
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ため、今後冬ブロッコリーと同様に価格の
下落も予想されるため、指定野菜価格安定
対策事業などのセーフティーネットの活用
が重要となる。

５　まとめ

ブロッコリーは需要と供給が拡大してお
り、産地の生産意欲や実需者などからの
ニーズも依然として高いことから、品目全
体で見れば、この傾向は今後も継続してい
くと思われる。実際、令和７年産の市場入
荷量および輸入量について見ると、４～９
月までの時点では前年を上回るペースと
なっている。また、主要産地となる都道府
県や市町村が作成する野菜振興に関する計
画や方針などにおいて、作付面積や出荷量
の拡大を明記する事例も散見される。ただ
し、これまで見てきた通り、作型や月によっ
ては、供給の増加や家計消費の鈍化などに
より、供給が需要を上回るケースも出てく
ると思われる。また、ライフスタイルの変
化に伴い、消費形態の変化なども生じてい
るため、ブロッコリーの需要と供給を取り
巻く環境は、今後、目に見えて変化してい
くと推測できる。
こうした中で、産地として安定的に生産
を継続していくためには、産地に適した出
荷時期の選定や出荷時期の将来の見込みな
どに加え、セーフティーネットの活用など
が重要となる。いくつかの選択肢を考えて
みると、例えば、春播き夏どり栽培が可能
な産地であれば、供給拡大の余地がある夏
秋ブロッコリー（特に９月、10月）の新
たな産地化や生産拡大も考えられる。
一方で、冬・春ブロッコリーは競合産地
が多く、既に単価が下落傾向に転じている

月もあることから、今後は価格下落の頻度
の増加や下落幅の拡大が生じる可能性を十
分に認識しておく必要がある。
こうした状況を踏まえて再生産を維持し
ていくためには、指定野菜価格安定制度の
活用などを図る必要がある。さらに、冬・
春ブロッコリーの作型では、夏季の高温な
どの影響による作柄の不安定化が大きなリ
スクとなっていることから、各種高温対策
の充実も他産地との差別化に非常に有効と
思われる。
また、加工・業務用への対応として、実
需者からのニーズが期待でき、年間を通じ
て価格が安定している冷凍ブロッコリー向
けの原料の生産を拡大する方法も考えられ
る。ロットの確保や省力化などの対応が必
要となるが、将来的な需給バランスの変化
を踏まえると、競合が少ない時点から加
工・業務用の産地として生産・出荷体制を
確立することは有効な戦略の一つとなると
考えられる。
最後になるが、本稿が各ブロッコリー産
地の皆さまの安定的・継続的な生産に向け
た一助となれば幸いである。

※�本稿の内容は筆者の個人的見解であり、
所属する組織の見解ではありません。
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